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小島砲平 ･岡田守彦 (筑波大 ･体育)
マカク矯固有背筋の組織化学的特性を明らかに
し.その結果をこの筋の形態と対比する｡
右側の固有背筋より,胸椎上,中,下部 (それ
ぞれTh3,6,ll).腰椎上,中,下部 (それぞ
れLl,4,6)の高さで筋試料を採取した｡こ
れらの試料について,酵素組織化学的染色を施し
筋線維タイプを分頓し,筋線維組成を求めた.ま
た,対側は10%ホルマリン水で固定して保存し.
肉眼解剖学的検索に供した｡
本年度はニホンザル,アカゲザル各3頭より試
料を採取した｡ここでは,そのうちのニホンザル
1頭 (雌.3.5歳)についての所見を報告する｡
筋線維組成は.胸部では外側より最長筋,腸肋
防,頼筋一枝実姉筋系に.腰部では外側より最長
筋外側郡,最長筋内側部,耕肪一械突瀬肪系に分
けて算出した｡筋線維タイプはアルカリ性前処理
後のmyosinATPaSe染色に対する染色性にもと
づきtypeI線維とtypel線維とに分耕した.防
線維組成の値はtypeI線維の数比であらわした｡
固有背筋各部におけるtypeI線維の致比は郡
位により遵いがあり,その値は11.7%から88.2%
までの範Eflにあった.同一固体よりとった誹腹筋
外側頭では14.0%,ヒラメ筋では40.9%であった｡
脊柱の各高さで筋線維組成を比較する｡腰部で
は,最長筋外側部と内側部表層ではtypoI線維
が比較的少ない (12.4-22.7%)｡一方.内側に
位置する頼筋一機突頼筋系では,表層は比較的少
ない (ll.7-27.5%)が中心部では比較的多かっ
た (34.9-43.8%)｡また.最長筋内側部の深部
にはtypeI線維が著しく多い (69.0-88.2%)那
がみられた.胸部では,最も外側に位置する腸肋
筋ではtypeI線維が比較的多かった (35.8-41.6
%)｡一方,この内側に位置する最長筋ではやや
少なく (17.1-38.2%),最も内側の耕肪一機突
耕筋系では比較的多かった (40.8-64.1%)｡
胸部と腰部を比べると,胸部のほうがtypoI
線維の占める比率が高かった.この特徴は特に固
有背筋の外側部でみられた｡
固有背筋を構成する各筋あるいは肪部位で.ま
た脊柱の高さによって,筋の組織化学的特性に追
いがみられたことは,これらの部位間に機能的分
化のあることを示唆している｡
計画 :9-7
霊長類における射精を支配する自律神経の比較
形態学
佐藤健次 (東京医歯大･医)
ヒトの割出所見では下腸間膜神経滋は腸管に分
布する神経として.上下腹神経叢は骨盤内臓器に
分布する神経として観察されるが,犬では両者は
同一化し.下 (尾側)腸間膜動脈神経鞍として観
察される｡犬による自律神経の電気刺激実験をも
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とに射抑こ関する交感神経系の機能を営む腰内蔵
神経を同定した｡木研究は比較解剖学的立切から
詫長矧こおける相和を支配する白印神経の中で特
に_TrE要と考えられる下 (尾側)月那耶焚動脈神経光
と上下脱神経瀬の分割t形態について今年庇はチン
パンジーとアジルテナガザル各1硯を用い.検索
したoなお,骨爪郡で仙骨内臓神経の骨盤 (内職)
神経からの分離,独立はチンパンジー段階でその
山現が認められるが,ヒトでもまだその分離が完
全ではなく.犬ならびに下等霊長類型が半数をし
めていることが確認されている｡
アジルテナガザルでは骨盤郡から起こす自律神
経は骨盤神経として観察され.仙骨内臓神経は存
在しない.尾mIJ腸間膜動脈周防は神経節というよ
りむしろ神経羊という形態を里し.尾州易間膜動
脈神経掛 ま分離傾向が観察される.この部位から
腸管に分布する神経と骨盤郡に向かって下行する
神経が分かれている｡左右の下腹神経の分岐位置
は大動脈のやや下方である｡下腹神経を構成する
左右の腰内臓神経は節1,邦3の腰髄レベルであ
る｡
チンパンジーでは骨盤郡から起こる自律神経は
S2とS3起始の骨盤神経のみで,仙骨内臓神経
は存在しない｡尾側腸間膜動脈神経濃はアジルテ
ナガザルに比較し.さらに分離傾向が認められ,
ヒトに頬似している.尾側腸間膜動脈周囲の大腸
を支配する尾側腸間膜動脈神経羊と上下脱神経滋
を椛成する左右の腰内臓神経は起始椴はともにL
1.L2であるが交感神経節を出た直後で,両者
は分離している｡左右の下腹神経の分岐位置は大
動脈のやや下方である.今斑さらに特節すべき所
見はL5とSlから起始し.腰仙骨交感神経幹か
ら下腹神経にいたる腰仙骨内臓神経が存在するの
か視察された.これはヒトの腰内臓神経と仙骨内
臓神経の中間的神経であるが,ヒトでは距離的に
上方の腰内臓神経にその成分が移行したものと考
えられる｡
計画 :9-8
食通腹腔部と胃噴門郡の動脈分布の比較解剖学
的研究 (アカゲザルとマントヒヒを中心に)
坪野啓一 (雪谷高校)
節者は,ヒトを含む霊長glと.それに規緑の深
い各確の怖乳動物について.腹腔動脈系の各種の
動脈のiE行とJ)枝の様式と.その栄養領域に関す
る検索を続けている｡今回は92年度に実施した.
アカゲザルとマントヒヒの胃噴門部と食道腹部の
動脈支配の検索純米を巾心に報告する｡胃噴門部
と企辺服部を-まとまりとして,これを左右の二
郎分に区分して検討することとする｡右 ｢胃噴門
部･企in'悦郎｣では.左門動脈の上行枝に養われ
る形式と,右肝動脈 (肝動脈右枝)の右枝から噴
門部もしくは小巧のPn門よりの石壁に向かって分
岐してくる動脈枝 (削左門動脈.または右pn門食
道動脈A.cardio･ocsophagCadextra)によって
養われる形式とが存在したが.後者の形式が大部
分であった｡
｢胃噴門郡･食道相部｣の左Du盟には,左胃動
脈から早期に分岐した太い動脈枝 (左噴門企遣動
脈A.cardiol0eSOPhElgeaSinistm)とその分枝が
分布している｡いずれの場合も.下降してくる食
道動脈の分枝と吻合している｡その桔-札 胃噴門
郡では,左右から動脈の眺給を受ける形式と成っ
ている｡以上の所見はアカゲザル.マントヒヒの
いずれにも非通している｡丙和の石田大綱動脈の
由来が対択的であることと比較して興味深い.従
栄,人体解剖学に於いては.食道脱郡と胃噴門部
の動脈分布に関しては,特別に缶点的な研究が実
施されていた訳ではないが.一般に形式が不安定
な部位として認識される傾向にあり.左胃動脈か
ら早期に分枝して左側から噴門 ･食道腹部に向か
う太い動脈枝の存在は明確にはされていない｡ま
た人体解剖学に於ける左胃動脈と右肝動脈との吻
合は.左胃動脈の分岐としての右削肝動脈という
形式が強調されているが,上記のアカゲザルとマ
ントヒヒに関する新知見は,この部位における動
脈系の系統発生に関する展望に新たな槻点を提眺
するものと思われる｡
計画 :10-1
霊長類水晶体における糖脂巽の生理的役割
小木骨学 (究邦大･医)
糖脂質や槻訳白TTの和紙は細胞膜表面でのホル
モンや細菌招来などのレセプターとして情報伝達
系や細胞間相互作用に虫要な槻能を担っている｡
また抑脂質の糖鎖は細胞間接着に重要な役割を持
ち.細胞の分化や柘化によりその発現が変化するO
水晶体は終生水晶体上皮細胞より分化する線維細
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